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論文内容の要旨
【目的】生体力学および臨床的に多くの報告があるが、骨子有度に関する報告の少ない膝関節において、骨
密度の分布状況を調査した。
【対象と方法】対象は高校l年生男子19名、女子28名で、既n:世に|日j題はなく、本人および保護者から文
書による説明と同意を得た。 h法は、一-重エネ Jレギー X線吸収怯 (DXA)を用いたHologic社QJ)K・2000に
よって、腔骨近位部の骨端部と骨幹端部の内外側計4カ所の関心領域を、膝関節正面位にて前腕アレーをー
ドで測定した。その方法の妥当性を確認するために、関心領域の再現件.は、成人男性2人を対象に 5回ず
つ測定し、 3次λ対象物の測定結果を2次元表示するDXAの問題点を、成人男性5人を対象にDXAとqua
ntItative computerized tomog-r3phy (QCT)の結果を比較した。
【結果】再現性は、 coefficientof variationで平均2.5%であ勺た。 DXAとQCTの結果の相関は、伺関係
数0.856(pく0.00001)であった。骨密度は、明らかな男女差はなく、骨端部と骨幹端部ともに腔骨内側部
は外側部に比べて高かった {pく0.0001、骨端内側O.825:!:0.112(干-均±標準偏差g/cm2)、同外側O.710:!:
0.103、骨幹端内側0.825士0.112、同外側O.707-tO.l00J。
【考察】先行研究では、歩行時の荷重ストレスのかかり方は膝内側が外側より大きく、変形性膝関節症患
者の骨密度調1)定や、屍体膝の骨密度を直接測定した結果でも、膝関節内側の骨密度が外側よりも高いと報
告されている。今岡の結果から、 10代半ばにおいて既に腔骨内側部の骨密度は外側部より高く、これは日
常的に膝への荷重ストレスが内側へ偏っていて、この生理的反応に複数の因子が加わることによって将来
の内側型変形性膝関節症に進展していくロJ能性がある、と考えた。
論文審査の結果の要旨
膝関節については牛ー体力学および臨床的に多くの報告があるが、過去に報告例のない成長期における膝
関節の骨寄度の分布状況を調査した。
対象は高校1年生男子19名、女子28名で、既往歴に問題はなく、木人および保護者に文書による説明を
行い同意を得た。 h法は、二重エネルギーX線吸収法 (DXA)を用い、腔骨近位部の骨端部と骨幹端部の
内外側訂 4カ所の関心領墳を、膝関節正面仲.にて前腕アレーモードで測定した。この方法の妥当性を確認
するために、以下の2点について検討した。関心領肢の再現性は、成人男性2人を対象に 5回ずつ測定し
て位認した。 3次Jじ対象物の測定結果を 2次点表示するDXAの問題点は、成人男性5人を対象に測定した
DXAとquantitativecomputerized tomography (QCT)の結果の相関性で検証した。
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再現性は、 coefficicntof variationで、平均2.5%であった。 DXAとQCTの結果の相関は、相関係数0.856
(pく0.00001)であった。骨密度は、明らかな男立莞:はなく、骨端宮I~と骨幹端部ともに料骨内側部は外側部
に比べて高かった (pく0.0001、骨端内側0.825土0.112(平均土標準偏差g/cm2)、同外個1]0.710土0.103、骨
幹端内側O.825:t0.112、|詞外側0.707土0.100)。
これまでの研究では、歩行時の荷重ストレスのかかり方は膝内側が外側より大きく、変形性膝関節症患
者の骨密度測定や、屍体膝の骨密度を直接測定した結果でも、膝関節内側の骨密度が外側よりも高いと報
告されている。今回の結果は、中高年者に多い内側型.変形性膝関節~での骨密度と lu]様、 10代半ばにおい
て既に腔骨内側部の骨也4度は外側部より高く、これは日常的に膝への荷重ストレスが内側へ偏る生問的現
象に複数の因子が加わることによって、将来の内側型変形性膝関節症に関与する可能性があることを示した。
以との研究は、内側型変形性膝関節症の発症原因に新たな知見を加えるものである。よって木研究者は、
博士(医学)の学位を授与されるに値すると認められた。
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